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今
回
は
「
沢
村
城
」
の
紹
介

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、

こ
の
城
は
、
文
治
三
（
一
一
八

七
）
年
に
那
須
家
の
七
男
満
隆

み

つ

た
か

（
与
一
の
兄
）
に
よ
っ
て
築
か

れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
那
須

家
の
城
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。し

か
し
、
廃
城
に
な
る
ま
で

の
約
四
百
年
の
内
、
百
五
十
年

間
は
塩
谷
家
の
支
配
下
に
あ
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、

矢
板
の
支
城
の
中
に
組
み
入
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
満
隆
は
、
築
城

後
に
沢
村
氏
を
名
乗
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
弟
の
九
郎
朝
隆

と

も

た
か

は
、
こ
こ
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
南
の
豊
田
（
旧
村
名
は

稗
田
）
（
注
1
）
地
内
に
稗
田

ひ

え

だ

城
を
築
き
、
兄
弟
連
携
し
て
、

塩
谷
家
の
進
出
を
食
い
止
め
る

役
目
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
城
は
箒
川
右
岸

の
段
丘
を
利
用
し
て
造
ら
れ
た

平
山
城
で
、
南
北
が
約
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
東
西
が
約
二
○
○

メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の

丸
と
続
き
、
さ
ら
に
は
こ
れ
を

補
完
す
る
内
堀
と
二
の
堀
、
三

の
堀
が
極
め
て
良
い
状
態
で
遺

さ
れ
て
い
ま
す
。
JA
し
お
の
や

沢
倉
庫
の
南
東
側
に
あ
る
湯
泉

神
社
（
注
2
）
が
、
こ
の
城
の

ほ
ぼ
中
間
地
で
す
の
で
、
そ
の

規
模
が
想
像
つ
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
二
の
丸
部
分
に
、
地
下

霊
場
で
有
名
な
観
音
寺
（
注
3

）
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
寺
は
、
元
々
土
屋
境
の
沢
地

内
の
壇
上
（
注
4
）
に
あ
っ
た

も
の
で
す
が
、
永
正
年
間
（
一

五
〇
四
～
一
五
二
一
）
に
那
須

資
房
に
よ
っ
て
沢
村
城
主
の
墓

す

け

ふ
さ

地
と
共
に
、
現
在
地
に
移
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
沢
村
氏
の
末
孫
は
、

那
須
烏
山
市
向
田
地
区
を
中
心

に
二
十
数
軒
あ
り
、
政
界
や
教

育
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が

お
り
ま
す
。
か
つ
て
、
烏
山
町

長
を
四
期
勤
め
ら
れ
た
沢
村
一

郎
氏
も
そ
の
お
一
人
で
し
た
。

（
矢
板
市
史
よ
り
）

(

注
1)

明
治
九
年
に
改
名
。

(

注
2)

温
泉
神
社
に
同
じ
。
那
須
家
の

崇
敬
が
篤
く
、
那
須
地
方
に
は

八
十
社
を
数
え
る
。

(

注
3)

補
陀
落
山
千
手
院
観
音
寺
が
正

式
名
。
天
長
二
（
八
二
五
）
年

開
山
と
伝
わ
る
。

(

注
4)

弾
正
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ

今
年
の
泉
地
区
の
新
成

人
者
が
三
十
一
人
で
あ
っ

た
と
い
う
。

こ
の
中
に
は
当
然
大
学

生
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、
県
外
に
就
職
先

を
求
め
て
し
ま
う
と
、
一

体
何
人
が
居
残
っ
て
く
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

最
早
「
過
疎
化
が
進
ん
で

い
ま
す
ね
」
と
い
う
レ
ベ

ル
で
は
な
い
。
「
限
界
集

落
」
に
向
か
っ
て
ま
っ
し

ぐ
ら
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

泉
地
区
の
十
ケ
村
が
合

併
し
て
「
泉
村
」
が
誕
生

し
た
の
が
、
明
治
二
十
二

年
四
月
一
日
。
そ
の
時
の

人
口
が
四
二
三
二
人
だ
っ

た
。
そ
れ
が
現
在
で
は
、

三
七
二
八
人
（
平
成
二
十

七
年
国
勢
調
査
）
ま
で
減

少
し
て
い
る
。

さ
て
ど
う
す
る
か
。
手

を
こ
ま
ね
い
て
い
る
場
合

で
は
な
い
。

泉
地
区
は
宝
物
で
溢
れ

て
い
る
。
文
化
財
が
五
十

七
も
あ
る
。
資
料
館
や
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
が
五
館
も
あ

る
。
星
空
が
き
れ
い
だ
。

湧
水
も
あ
る
。
リ
ン
ゴ
団

地
も
あ
る
ぞ
。
そ
れ
に
ミ

ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
だ
っ
て
い
る
。

山
城
だ
っ
て
五
つ
も
あ
る
。

素
材
は
十
分
そ
ろ
っ
て
い

る
。
後
は
ど
う
調
理
す
る

か
だ
。

さ
あ
ー
急
ご
う
、
時
間

は
な
い
ぞ
。
（
Ｔ
・
Ｓ
）

（編集後記）

年度の切り替え時期は何かと忙しい日々ですが、健康第

一で、家族を大切に、がんばりましょう。今号も矢板のい

いとこ盛りだくさんです。行ってみたいな！やってみたい

な！そんな気持ちになって一歩を踏み出せたら、人生は楽

しい。きっとね！楽しもうやいたライフを!! （Ｔ・Ｏ）

矢
板
の
お
城
め
ぐ
り

・
・
・
・
・

⑤

記者の独り言
手
書
き
お
便
り
は
ス
テ
キ
!!

「
人
と
の
出
会
い
は
宝
物
」

が

私
の
モ
ッ
ト
―
。

筆
不
精
の
私
が
手
紙
を
書
く
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
母
の
病
気
と

リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
、
回
復
し
た
頃

だ
っ
た
。
は
が
き
に
簡
単
な
絵
を

描
き
、
短
い
言
葉
を
添
え
て
送
る

こ
と
を
知
り
、
早
い
も
の
で
そ
れ

か
ら
十
七
年
が
経
ち
、
母
は
九
十

歳
を
超
え
た
。

母
は
私
の
手
紙
フ
ァ
ン
第
一
号

で
あ
る
。
私
自
身
も
心
の
安
ら
ぎ

を
も
ら
い
、
「
あ
り
が
と
う
」
と

思
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。

手
紙
は
心
を
伝
え
る
も
の
。
紙

に
向
か
っ
て
い
る
時
も
そ
の
人
の

こ
と
を
想
っ
て
書
い
て
い
る
。
夢

中
に
な
り
、
集
中
し
て
い
る
時
間

は
し
あ
わ
せ
に
思
う
。

だ
っ
て
、
自
分
も
元
氣
を
も
ら

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
…
。
ア
ナ
ロ

グ
も
い
い
も
の
だ
と
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
、
不
器
用
な
自
分
が
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

ま
だ
足
踏
み
状
態
!!
一
歩
前
に
踏

み
出
せ
な
い
私
。

そ
れ
で
も
こ
れ
か
ら
も
手
書
き

の
お
便
り
を
書
き
続
け
て
い
き
た

い
。
ハ
ガ
キ
で
お
し
ゃ
べ
り
し
た

い
人
。
こ
の
指
と
～
ま
れ
!!
な
ん

て
ね
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）


